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【
１
】
冤
罪
の
発
生 

❶
「
外
諜
容
疑
者
一
斉
検
挙
」
＝
『
昭
和
十
六
年
中
に
於
け
る
外

事
警
察
概
況
』
（
内
務
省
警
保
局
外
事
課
作
成
内
部
文
書
→
後
出
）

の
「
戦
時
特
別
措
置
関
係
」
の
項
中
「
三 

外
諜
容
疑
者
一
斉
検

挙
」
に
「
予
て
非
常
事
態
に
備
え
て
外
諜
容
疑
者
名
簿
を
整
備
し
、

綿
密
な
る
内
偵
を
遂
げ
つ
ゝ
あ
り
た
る
が
、
十
二
月
八
日
午
前
七

時
以
降 

司
法
及
憲
兵
当
局
と
緊
密
な
連
絡
の
下
に
左
の
如
く
全

国
的
に
一
斉
検
挙
を
実
施
せ
り
」（
原
文
は
旧
仮
名
旧
漢
字
）
と
記

録
さ
れ
て
い
る
。 

❷
「
き
の
う
払
暁
一
斉
検
挙
」
＝
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』（
現
『
北
海

道
新
聞
』
の
前
身
紙
の
一
つ
）
１
９
４
１
・
１
２
・
９
付
朝
刊
。

主
見
出
し
は
「
ス
パ
イ
網
一
挙
に
覆
滅
」。
本
文
は
６
行
。
あ
と
は

「
内
閣
情
報
局
発
表
」
を
そ
の
ま
ま
掲
載
（
原
文
は
見
出
し
と
も

旧
仮
名
旧
漢
字
） 

 

【
２
】
冤
罪
の
判
決
書 

❶
大
審
院
判
決
＝
ハ
ロ
ル
ド
、
ポ
ー
リ
ン
、
宮
澤
弘
幸
の
分
に
つ

き
各
判
決
書
の
原
本
が
最
高
裁
判
所
（
→
「
最
高
裁
」
と
略
記
）

に
現
存
。 

簿
冊
「
昭
和
十
八
年
五
月
分
四
冊
の
四 

刑
事
判
決
原
本 

大
審

院
」 

宮
澤
弘
幸
＝
昭
和
十
八
年
（
れ
）
第
二
一
六 

ハ
ロ
ル
ド
＝
昭
和
十
八
年
（
れ
）
第
二
一
七 

ポ
ー
リ
ン
＝
昭
和
十
八
年
（
れ
）
第
二
一
八 

弁
護
士
・
上
田
誠
吉
（
→
上
田
弁
護
士
）
が
右
簿
冊
か
ら
当
該
判

決
書
の
原
本
複
写
を
入
手
（
１
９
８
７
・
１
・
２
６
）。
現
在
、
北

海
道
大
学
大
学
文
書
館
（
→
北
大
文
書
館
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

同
複
写
の
コ
ピ
ー
が
「
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
『
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
』

の
真
相
を
広
め
る
会
」（
→
真
相
を
広
め
る
会
）
の
事
務
局
（
→
真

相
事
務
局
）
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。（
→
「
北
大
文
書
館
蔵
」「
真

相
事
務
局
蔵
」
と
表
記
） 

ほ
か
に
『
大
審
院
刑
事
判
例
集
』（
第
二
二
巻
）、『
思
想
月
報
』（
一

〇
二
号
・
昭
和
十
八
年
四
月
、
五
月
分
＝
司
法
省
刑
事
局
思
想
部
）

に
も
宮
澤
判
決
の
一
部
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
伏
字
、
お
よ
び

省
略
が
多
く
、
検
証
・
研
究
文
献
と
し
て
は
価
値
あ
る
が
、
判
決

記
録
と
し
て
は
不
完
全
。（
当
該
部
分
複
写
を
北
大
文
書
館
蔵
） 

❷
一
審
（
札
幌
地
裁
）
判
決
＝
渡
邊
勝
平
、
丸
山
護
の
分
に
つ
い

て
は
各
判
決
の
原
本
が
札
幌
地
方
裁
判
所
（
→
札
幌
地
裁
）
に
現

存
。（
原
本
複
写
を
北
大
文
書
館
蔵
、
真
相
事
務
局
蔵
） 

ほ
か
に
、
ハ
ロ
ル
ド
、
ポ
ー
リ
ン
、
宮
澤
弘
幸
、
黒
岩
喜
久
雄
、

お
よ
び
渡
邊
勝
平
、
丸
山
護
の
分
に
つ
い
て
は
内
務
省
警
保
局
外

事
課
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
（
→
「
書
写
」
）、
内
務
省
部
内
資
料

と
し
て
印
刷
さ
れ
た
文
書
（
『
外
事
月
報
』
昭
和
十
八
年
二
月
分
に

所
載
）
が
現
存
。
た
だ
し
証
拠
、
罰
条
に
か
か
る
部
分
は
省
か
れ

て
い
る
。（
同
月
報
の
当
該
複
写
部
分
を
北
大
文
書
館
蔵
、
真
相
事

務
局
蔵
） 

 
【
３
】
警
察
・
司
法
の
記
録 

❶
『
外
事
月
報
』（『
厳
秘 

外
事
月
報 

昭
和
〇
年
〇
月
分 

N
O
.

内
務
省
警
保
局
外
事
課
』）
＝
諜
報
（
ス
パ
イ
）
事
案
等
を
扱
う
外

事
警
察
の
月
間
活
動
を
選
別
記
録
し
、
部
外
厳
秘
で
限
定
配
布
し
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た
冊
子
（
Ｂ
５
判
簡
易
印
字
印
刷
）
。
こ
れ
の
「
昭
和
十
八
年
二
月

分
」
に
宮
澤
弘
幸
ら
の
一
審
判
決
の
書
写
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の

を
荻
野
富
士
夫
・
小
樽
商
科
大
学
教
授
が
発
見
。
１
９
３
８
年
８

月
分
か
ら
４
４
年
９
月
分
ま
で
の
復
刻
合
本
・
全
１
１
巻
が
不
二

出
版
か
ら
刊
行
（
１
９
９
４
・
６
）
さ
れ
て
い
る
。（
国
立
国
会
図

書
館
に
収
蔵
→
「
国
会
図
書
館
蔵
」） 

❷
『
外
事
警
察
概
況
』（
『
厳
秘 

昭
和
〇
年
中
に
於
け
る
外
事
警

察
概
況 

内
務
省
警
保
局
』
）
＝
右
『
月
報
』
等
を
基
に
年
間
の
外

事
警
察
活
動
を
編
集
・
収
録
し
た
同
様
部
内
冊
子
で
、
個
々
に
は

正
確
を
欠
く
部
分
も
あ
る
が
、
外
事
警
察
活
動
の
概
略
を
追
う
こ

と
が
出
来
る
。
同
じ
く
全
８
巻
の
復
刻
合
本
が
龍
渓
書
舎
か
ら
刊

行
（
１
９
８
０
年
７
月
）
さ
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❸
『
思
想
月
報
』（
『
昭
和
〇
年
〇
月 
思
想
月
報 

第
〇
號 

取

扱
注
意 

N
O
.

〇 

極
秘 

司
法
省
刑
事
局
思
想
部
』）
＝
１
９
３

４
年
７
月
か
ら
４
４
年
６
月
ま
で
の
複
刻
合
本
（
『
昭
和
前
期
思
想

資
料
第
一
期
』
所
収
）
が
文
生
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。（
国

会
図
書
館
蔵
） 

❹
『
特
高
月
報
』（
内
務
省
警
保
局
）
＝
複
製
版
が
政
経
出
版
社
か

ら（
１
９
７
３
年
）、
総
目
次
集
が
文
生
書
院
か
ら
（
１
９
６
８
年
）
、

『
特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
』（
第
３
０
巻
・
荻
野
富
士
夫
編
）
が

不
二
出
版
か
ら
（
１
９
９
４
年
）
刊
行
さ
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書

館
蔵
） 

 

【
４
】
全
体
像
に
迫
る
著
作 

〈
イ
〉
全
体
像
に
迫
る
著
作 

❶
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
―
戦
争
と
国
家
秘
密
』
＝
真
相
を
広
め

る
会
・
編
・
花
伝
社
刊
（
２
０
１
４
・
９
・
５
）。
本
件
・
冤
罪
事

件
の
全
貌
解
明
の
先
駆
け
と
な
る
上
田
弁
護
士
の
三
著
作
（
『
戦
争

と
国
家
秘
密
法
』『
あ
る
北
大
生
の
受
難
』『
人
間
の
絆
を
求
め
て
』）

お
よ
び
本
会
編
・
刊
の
五
冊
子
（
後
出
）
な
ど
を
底
本
に
、
先
行

成
果
を
継
承
し
、
新
た
に
判
明
し
た
事
実
や
理
解
・
知
見
を
基
に
、

事
件
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
決
定
版
と
な
る
よ
う
編
纂
・
刊

行
。
全
判
決
お
よ
び
主
罰
条
で
あ
る
軍
機
保
護
法
の
全
文
収
録
。

（
国
会
図
書
館
蔵
、
真
相
事
務
局
で
頒
布
） 

 

〈
ロ
〉
上
田
三
著
作 

❶
『
戦
争
と
国
家
秘
密
法
―
戦
時
下
日
本
で
な
に
が
処
罰
さ
れ
た

か
―
』
＝
上
田
誠
吉
著
・
イ
ク
ォ
リ
テ
ィ
刊
（
１
９
８
６
・
２
・

５
第
一
刷
、
１
９
８
６
・
３
・
２
０
第
二
刷
）。
秘
密
法
お
よ
び
秘

密
法
制
の
全
体
像
と
問
題
点
を
全
て
洗
い
出
し
た
労
作
。「Ⅲ

 

国

家
秘
密
の
う
ち
そ
と
」
の
項
中
「
３ 

公
知
と
秘
密
」
で
宮
澤
弘

幸
の
事
件
を
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
読
み
込
ん
だ
宮

澤
弘
幸
の
義
弟
・
秋
間
浩
が
上
田
弁
護
士
に
本
格
解
明
を
訴
え
る

手
紙
を
送
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
の
全
面
展
開
と
な
っ
た
。（
国
会

図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❷
『
あ
る
北
大
生
の
受
難
―
国
家
秘
密
法
の
爪
痕
―
』
＝
上
田
誠

吉
著
・
朝
日
新
聞
社
刊
（
１
９
８
７
・
９
・
２
８
第
一
刷
、
１
９

８
７
・
１
１
・
２
０
日
第
二
刷
）
。
第
二
刷
に
は
、
マ
ラ
イ
ー
ニ
の

著
作
発
見
の
件
が
追
い
込
み
記
述
さ
れ
て
い
る
。
版
権
が
著
者
側

に
移
り
、
花
伝
社
か
ら
復
刻
版
刊
行
（
２
０
１
３
・
４
・
１
０
第

一
刷
）
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

❸
『
人
間
の
絆
を
求
め
て
―
国
家
秘
密
法
の
周
辺
―
』
＝
上
田
誠

吉
著
・
花
伝
社
刊
（
１
９
８
８
・
７
・
２
０
）。
新
装
版
（
２
０
１
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３
・
５
）
も
刊
行
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務
局
、

各
蔵
） 

 
〈
ハ
〉
真
相
を
広
め
る
会
冊
子 

❶
『
ス
パ
イ
冤
罪 

宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件 

真
相
を
知
っ
て
ほ
し

い
』
＝
同
会
編
・
刊
（
２
０
１
３
・
２
・
２
２
）。
花
伝
社
刊
『
引

き
裂
か
れ
た
青
春
』
の
底
本
。
略
称
・
第
一
パ
ン
フ
。
▽
第
一
部

「
ス
パ
イ
冤
罪
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
▽
第
二
部
「
北
大
に
お
け
る

外
国
人
教
師
」（
寄
稿
・
山
本
玉
樹
）
▽
第
三
部
「
秘
密
保
全
法
へ

の
道
を
許
さ
な
い
」（
寄
稿
・
東
海
林
智
）
▽
第
四
部
「
冤
罪
家
族

の
七
十
一
年
」（
寄
稿
・
山
野
井
孝
有
）
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文

書
館
、
真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

❷
『
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件 

冤
罪
の
構
図
』
＝
同
会
編
・
刊
（
２

０
１
３
・
１
０
・
１
０
）。
花
伝
社
刊
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』
の

底
本
。
第
二
パ
ン
フ
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務

局
、
各
蔵
） 

❸
『
宮
澤
・
レ
ー
ン
「
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」 

引
き
裂
か
れ
た
青

春 

「
登
山
時
報
」
所
載
改
訂
版
』
＝
山
野
井
孝
有
著
・
同
会
編
・

刊
（
２
０
１
４
・
２
・
２
２
第
一
刷
、
２
０
１
４
・
７
・
１
第
二

刷
）
。
第
二
刷
で
は
巻
末
「
正
確
に
伝
え
た
い
特
記
事
項
」
部
分
を

外
し
て
い
る
。 

本
冊
子
は
、
真
相
を
広
め
る
会
・
山
野
井
孝
有
が
月
刊
『
登
山
時

報
』
に
寄
稿
し
た
原
稿
を
基
に
、
掲
載
後
、
新
た
に
分
か
っ
た
事

実
・
理
解
を
加
え
て
再
編
集
。
花
伝
社
刊
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』

の
底
本
。・
第
三
パ
ン
フ
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
真
相

事
務
局
、
各
蔵
） 

❹
『
宮
澤
・
レ
ー
ン
「
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
北
大
の
と
っ
た
処
置

と
責
任 

冊
子
「
真
相
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
補
訂
』
＝
同
会
編
・

刊
（
２
０
１
４
・
２
・
２
２
）。
第
一
パ
ン
フ
発
行
後
の
展
開
を
収

録
。
北
大
と
の
交
渉
展
開
、
交
わ
し
た
文
書
・
連
絡
等
の
全
て
を

収
録
。
花
伝
社
刊
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』
の
底
本
。
第
四
パ
ン

フ
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

❺
『
宮
澤
・
レ
ー
ン
「
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
北
大
に
求
め
た
処
置

と
責
任 

冊
子
「
真
相
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
補
訂
第
２
版
』
＝
同

会
編
・
刊
（
２
０
１
５
・
１
２
・
８
）。
第
四
パ
ン
フ
を
全
面
見
直

し
て
、
同
パ
ン
フ
刊
後
の
展
開
を
加
え
、
再
編
集
し
た
決
定
版
で
、

花
伝
社
刊
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』
の
底
本
。
第
五
パ
ン
フ
。（
国

会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

 

〈
ニ
〉
関
連
論
考
・
記
事
・
記
録 

❶
「
岳
人
・
宮
澤
弘
幸
『
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
』
―
青
春
を
引
き
裂

い
た
戦
争
―
」
＝
山
野
井
孝
有
・
月
刊
『
登
山
時
報
』（
日
本
勤
労

者
山
岳
連
盟
編
・
刊
）
に
寄
稿
連
載
（
２
０
１
３
年
８
月
号
～
２

０
１
４
年
１
月
号
）
。（
真
相
事
務
局
蔵
） 

❷
「
国
防
保
安
法
と
ス
パ
イ
事
件
―
な
に
が
処
罰
さ
れ
た
か
―
」

＝
上
田
誠
吉
・
月
刊
『
文
化
評
論
』（
１
９
８
６
年
１
月
号
・
新
日

本
出
版
社
刊
）
所
載
。
こ
の
論
考
が
牽
引
と
な
っ
て
『
戦
争
と
国

家
秘
密
法
』
に
着
手
。
（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❸
『
核
時
代
の
国
家
秘
密
法
』
＝
上
田
誠
吉
著
・
大
月
書
店
刊
（
１

９
８
７
・
１
）
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❹
「
ス
パ
イ
防
止
っ
て
な
ん
だ 

新
聞
週
間
を
機
に
」
＝
『
朝
日

新
聞
』
朝
刊
連
載
（
１
９
８
６
・
１
０
・
１
２
～
２
１
、
計
１
０

回
）
。
①
②
⑩
で
宮
澤
弘
幸
の
事
例
を
冤
罪
の
視
点
か
ら
、
新
聞
記

事
と
し
て
初
め
て
取
り
上
げ
る
。
上
田
弁
護
士
の
見
解
も
織
り
込



 

 - 149 - 

む
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

❺
「
北
方
の
『
国
家
秘
密
』
―
『
ス
パ
イ
』
に
さ
れ
た
青
年
た
ち
」

＝
上
田
誠
吉
・
月
刊
『
文
化
評
論
』（
１
９
８
７
年
１
０
月
号
）
所

載
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❻
「
ド
ラ
マ
の
終
幕
・
コ
ロ
ラ
ド
へ
の
旅
―
『
あ
る
北
大
生
の
受

難
』
余
話
」
＝
上
田
誠
吉
・
月
刊
『
文
化
評
論
』（
１
９
８
８
年
４

月
号
）
所
載
。
こ
の
旅
で
マ
ラ
イ
ー
ニ
の
未
邦
訳
著
作
が
見
つ
か

り
、
こ
れ
が
牽
引
と
な
っ
て
『
人
間
の
絆
を
求
め
て
』
の
刊
行
に

着
手
、「
上
田
三
著
作
」
が
揃
う
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、

各
蔵
） 

❼
ビ
デ
オ
発
刊
「
レ
ー
ン
宮
澤
事
件
―
も
う
ひ
と
つ
の
１
２
月
８

日
」
＝
ビ
デ
オ
プ
レ
ス
刊
・
発
売
（
１
９
９
３
・
１
２
）
。
演
出
・

秋
元
健
一
。（
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

❽
テ
レ
ビ
報
道
「
ス
パ
イ
の
妹
と
呼
ば
れ
て
～
73
年
目
の
宮
澤
・

レ
ー
ン
事
件
」
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
（
２
０
１
４
・

６
・
２
８
放
送
） 

❾
テ
レ
ビ
報
道
「
兄
は
ス
パ
イ
じ
ゃ
な
い
～
北
大
生
の
妹
73
年
目

の
苦
闘
」
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
地
方
発
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
（
２
０
１
４
・

７
・
１
５
全
国
放
送
） 

❿
ラ
ジ
オ
報
道
「
秘
密
～
今 

明
ら
か
に
な
る 

あ
る
大
学
生
の

死
」
＝
毎
日
放
送
（
大
阪
）
報
道
特
別
番
組
（
２
０
１
４
・
３
・

３
１
放
送
） 

 

【
５
】
上
田
誠
吉
旧
蔵
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
関
係
資
料 

上
田
弁
護
士
（
１
９
２
６
～
２
０
０
９
年
）
の
遺
族
（
妻
・
圭
子
）

が
北
大
に
寄
贈
（
２
０
１
１
・
１
１
・
２
９
）
し
た
同
弁
護
士
の

手
元
資
料
。
北
大
文
書
館
・
井
上
高
聡
（
現
・
准
教
授
）
が
上
田

弁
護
士
本
人
の
仕
分
け
を
基
に
整
理
し
て
〔
目
録
〕
を
作
成
。
同

文
書
館
の
年
報
第
７
号
（
２
０
１
２
年
３
月
）
に
所
載
。
全
１
１

１
０
点
。 

▽
１ 

宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
関
係
判
決
書
の
原
本
複
写
。 

▽
２ 

ノ
ー
ト
・
原
稿
フ
ァ
イ
ル
＝
「
高
橋
あ
や
子
聞
き
取
り
」

な
ど 

▽
３ 

資
料
フ
ァ
イ
ル
（
１
）
～
（
１
６
）
＝
上
田
弁
護
士
宛
て

秋
間
浩
書
簡
な
ど
の
書
簡
多
数
、
宮
澤
雄
也
戸
籍
謄
本
な
ど
の
基

礎
資
料
、
黒
岩
喜
久
雄
聞
き
取
り
な
ど
関
係
者
聞
き
取
り
メ
モ
、

「
あ
る
北
大
生
の
受
難
」
構
成
案
な
ど
の
構
想
、
草
稿
、
メ
モ
、

写
真
、
そ
の
他
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

 

【
６
】
軍
機
保
護
法 

〈
イ
〉
軍
機
保
護
法 

❶
軍
機
保
護
法
（
１
９
３
７
年
改
正
）
＝
官
報
第
三
一
八
五
號
（
昭

和
十
二
年
八
月
十
四
日
土
曜
日
）
に
所
載
。
１
９
３
７
年
３
月
９

日
貴
族
院
可
決
。
同
年
８
月
７
日
衆
議
院
可
決
（
付
帯
決
議
付
）、

同
年
８
月
１
３
日
公
布
、
同
年
１
０
月
１
０
日
施
行
。（
国
会
図
書

館
蔵
） 

❷
軍
機
保
護
法
・
付
帯
決
議
＝
官
報
號
外
「
昭
和
一
二
年
八
月
八

日
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
十
三
號
」
に
所
載
。
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❸
軍
機
保
護
法
・
議
会
審
議
録
＝
第
七
十
囘
帝
國
議
会
の
貴
族
院

先
議
で
可
決
し
衆
議
院
に
送
付
し
た
が
、
衆
議
院
解
散
（
三
月
三

十
一
日
）
で
審
議
未
了
と
な
り
、
第
七
十
一
囘
帝
國
議
会
で
貴
族

院
再
可
決
の
上
、
衆
議
院
で
も
可
決
▽
第
七
十
囘
帝
國
議
會
貴
族
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院
議
事
速
記
録
第
九
號
・
第
十
四
號
（
『
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速

記
録
６
３
』
収
録
。
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
▽
▽
第
七
十
囘
帝
國

議
會
貴
族
院
軍
機
保
護
法
改
正
法
律
案
特
別
委
員
會
議
事
速
記
録

第
一
號
～
第
六
號
（
帝
國
議
會
貴
族
院
委
員
会
速
記
録
昭
和
篇
６

１
』
収
録
。
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
▽
第
七
十
囘
帝
國
議
会
衆
議

院
議
事
速
記
録
第
三
十
二
號
（『
帝
國
議
會
衆
議
院
議
事
速
記
録
６

８
』
収
録
。
東
京
大
学
出
版
会
）
▽
第
七
十
一
囘
帝
國
議
会
貴
族

院
議
事
速
記
録
第
三
號
・
第
五
號
（
『
帝
國
議
會
貴
族
院
議
事
速
記

録
６
３
』
収
録
。
東
京
大
学
出
版
会
）
▽
第
七
十
一
囘
帝
國
議
會

貴
族
院
軍
機
保
護
法
改
正
法
律
案
特
別
委
員
會
議
事
速
記
録
第
一

號
（
『
帝
國
議
會
貴
族
院
委
員
會
速
記
録
昭
和
篇
６
４
』
収
録
。
東

京
大
学
出
版
会
）
▽
第
七
十
一
回
帝
國
議
會
衆
議
院
議
事
速
記
録

第
七
號
・
第
十
三
號
（『
帝
國
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
６
９
』
収

録
。
東
京
大
学
出
版
会
刊
）
▽
第
七
十
一
囘
帝
國
議
會
衆
議
院
軍

機
保
護
法
改
正
法
律
案
委
員
會
議
録
第
一
囘
～
第
六
囘
（
『
帝
國
議

會
衆
議
院
委
員
會
議
録
昭
和
篇
８
２
』
）（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❹
軍
機
保
護
法
海
軍
施
行
規
則
（
海
軍
省
令
第
二
十
八
號
）
＝
規

則
は
省
令
で
制
定
。
１
９
３
７
年
１
０
月
７
日
付
。
３
９
年
８
月

２
１
日
付
（
同
省
令
第
二
十
號
）、
同
年
１
２
月
２
１
日
付
（
同
省

令
三
十
八
號
）、
４
０
年
１
０
月
３
１
日
付
（
同
省
令
二
十
二
號
）
、

４
１
年
３
月
付
（
同
省
令
第
八
號
）
で
そ
れ
ぞ
れ
一
部
を
改
正
。

官
報
の
ほ
か
、
『
戦
時
、
軍
事
法
令
集
』（
国
書
刊
行
会
・
１
９
８

４
年
刊
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❺
軍
機
保
護
法
陸
軍
施
行
規
則
（
陸
軍
省
令
第
四
十
三
號
）
＝
１

９
３
７
年
１
０
月
７
日
付
。
３
９
年
１
２
月
１
２
日
付
（
同
省
令

五
十
九
號
）
で
一
部
を
改
正
。
官
報
の
ほ
か
『
戦
時
、
軍
事
法
令

集
』
に
収
録
。
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

 

〈
ロ
〉
軍
機
保
護
法
の
解
説
・
検
証
・
論
考 

❶
『
軍
機
保
護
法
』
＝
日
高
巳
雄
著
・
羽
田
書
店
刊
（
１
９
３
７
・

１
２
・
１
５
）
日
高
は
陸
軍
省
書
記
官
・
法
務
官
。（
国
会
図
書
館

蔵
） 

❷
『
改
訂 

軍
機
保
護
法
』
＝
日
高
巳
雄
著
・
羽
田
書
店
刊
（
１

９
４
２
・
２
・
２
０
）
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❸
「
研
究
ノ
ー
ト 

軍
機
保
護
法
等
の
制
定
過
程
と
問
題
点
」（
防

衛
研
究
所
紀
要 

第
１
４
巻
第
１
号 

防
衛
省 

２
０
１
１
・
１

１
・
１
２
）
＝
林
武
・
和
田
朋
幸
・
大
八
木
敦
裕
。（
国
会
図
書
館

蔵
） 

❹
「
軍
機
保
護
法
の
運
用
を
顧
み
て
」
＝
伊
達
秋
雄
（
当
時
・
最

高
裁
調
査
官
）
・
月
刊
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』（
有
斐
閣
１
９
５
４
年
６

月
号
）
特
集
「
秘
密
保
護
に
関
す
る
法
制
」
へ
の
寄
稿
。
日
米
相

互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
に
か
ら
む
特
集
記
事
。

（
国
会
図
書
館
蔵
） 

 

〈
ハ
〉
軍
機
保
護
法
関
連
法
規 

❶
『
戦
時
・
軍
事
法
令
集
』
＝
現
代
法
制
資
料
編
纂
会
編
・
国
書

刊
行
会
刊
（
１
９
８
４
・
３
・
２
０
）
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❷
戦
時
刑
事
特
別
法
＝
法
律
第
六
十
四
號
（
１
９
４
２
・
２
・
２

４
）、
同
改
正
法
律
＝
第
五
十
八
號
（
１
９
４
３
・
３
・
１
３
） 

❸
要
塞
地
帯
法
＝
法
律
第
百
五
號
（
１
８
９
９
・
７
・
１
５
） 

❹
軍
用
資
源
秘
密
保
護
法
＝
法
律
第
二
十
五
號
（
１
９
３
９
・
３
・

２
５
） 

❺
陸
軍
刑
法
＝
法
律
第
四
十
六
號
（
１
９
０
８
・
４
・
１
０
） 

❻
海
軍
刑
法
＝
法
律
第
四
十
八
號
（
１
９
０
８
・
４
・
１
０
） 
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❼
国
防
保
安
法
＝
法
律
第
四
十
九
號
（
１
９
４
１
・
３
・
７
） 

❽
治
安
維
持
法
＝
法
律
第
四
十
六
號
（
１
９
２
５
・
４
・
２
２
） 

➒
国
家
総
動
員
法
＝
法
律
第
五
十
五
號
（
１
９
３
８
・
４
・
１
） 

❿
戦
時
特
別
措
置 

⓫
帝
国
国
策
遂
行
要
領 

⓬
「
防
諜
参
考
資
料 

防
諜
講
演
資
料
」
＝
内
務
省
警
保
局
外
事

課
編
（
１
９
４
１
・
４
）（
国
会
図
書
館
蔵
） 

⓭
『
防
諜
関
係
法
令
集
』
＝
司
法
省
刑
事
局
編
・
清
水
書
店
刊
（
１

９
４
１
・
７
）
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

⓮
『
講
話
録 

特
輯
（
戦
時
法
令
解
説
）』
警
察
講
習
所
編
・
刊
（
１

９
４
２
・
１
１
・
２
６
） 

 

〈
ニ
〉
そ
の
他
関
連
法
規
等 

❶
『
戦
時
行
刑
実
録
』
＝
戦
時
行
刑
実
録
編
纂
委
員
会
編
・
財
団

法
人
矯
正
協
会
刊
（
１
９
６
６
・
３
・
３
１
）
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❷
収
容
者
食
糧
給
与
規
定
＝
戦
時
飢
餓
下
に
あ
っ
て
、
刑
務
所
服

役
者
に
給
す
る
食
糧
は
一
般
配
給
量
を
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
発
想
で
生
ま
れ
た
規
定
（
１
９
４
３
・
８
） 

❸
政
治
的
市
民
的
及
び
宗
教
的
自
由
制
限
の
除
去
に
関
す
る
覚
書

＝
い
わ
ゆ
る
「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
指
令
」
（
連
合
国
軍
総
司
令
部
）。
超
法
規

命
令
と
し
て
の
強
制
力
が
あ
っ
た
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❹
思
想
犯
受
刑
者
の
釈
放
に
関
す
る
通
達
（
司
法
省
刑
事
局
長
） 

❺
勅
令
＝
議
会
審
議
を
経
な
い
天
皇
大
権
に
よ
る
法
令
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ

指
令
に
よ
る
軍
機
保
護
法
な
ど
の
廃
止
も
、
法
手
続
の
う
え
で
は

勅
令
に
拠
っ
た
。 

 

〈
ホ
〉
戦
後
復
活
策
動
及
び
現
行
法
規
等 

❶
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法 

❷
防
衛
秘
密
に
係
る
ス
パ
イ
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
案
）

＝
１
９
８
２
年
７
月 

❸
国
家
秘
密
に
係
る
ス
パ
イ
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
法
律
案

（
通
称
・
国
家
秘
密
法
、
ス
パ
イ
防
止
法
） 

１
９
８
５
年
１
２

月
、
審
議
未
了
で
廃
案
。 

❹
防
衛
秘
密
を
外
国
に
通
報
す
る
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る
法
律

案
（
自
民
）。
国
会
上
程
に
至
ら
ず
。
１
９
８
７
年
２
月 

❺
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
特
定
秘
密
保
護
法
）
２
０

１
４
年
１
２
月
１
０
日
施
行 

❻
安
全
保
障
関
連
法
（
戦
争
法
）
２
０
１
６
年
３
月
２
９
日
施
行 

❼
改
正
・
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
（
共
謀
罪
法
）
２
０
１
７
年
７
月

１
１
日
施
行 

 

【
７
】
冤
罪
な
い
し
弾
圧
の
検
証
に
係
る
論
考
・
文
献 

❶
『
北
の
特
高
警
察
』
＝
荻
野
富
士
夫
著
・
新
日
本
出
版
社
刊
（
１

９
９
１
・
１
０
）。
（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❷
『
特
高
警
察
体
制
史 

社
会
運
動
抑
圧
取
締
の
構
造
と
実
態
』

増
補
新
装
版
＝
荻
野
富
士
夫
著
・
せ
き
た
書
房
刊
（
１
９
８
８
・

１
１
）
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❸
「
戦
時
下
の
言
論
・
思
想
弾
圧
」
＝
荻
野
富
士
夫
・
講
演
録
（
真

相
を
広
め
る
会
『
会
報
』
第
１
４
号
）
。（
真
相
事
務
局
蔵
） 

❹
「
社
会
運
動
取
締
管
見
」
＝
安
井
英
二
・『
警
察
研
究
』（
１
９

３
１
年
７
月
）
に
所
載
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❺
「
ア
メ
リ
カ
東
京
総
領
事
館
調
査
報
告
書
」
＝
外
事
課
が
入
手

し
た
も
の
を
『
外
事
警
察
概
況
』
昭
和
十
六
年
分
に
収
録
（
当
該
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分
を
北
大
文
書
館
蔵
） 

❻
「
大
槻
ユ
キ
に
関
す
る
消
息
」
＝
富
森
虔
児
が
福
島
清
ら
に
宛

て
た
書
信
。
大
槻
ユ
キ
に
関
す
る
消
息
は
「
北
海
道
社
会
文
庫
通

信
」（
後
出
）
に
も
断
片
あ
る
が
、
極
め
て
乏
し
い
。（
真
相
事
務

局
蔵
） 

❼
学
徒
出
陣
＝
『
朝
日
新
聞
』
１
９
４
３
年
１
０
月
２
０
日
付
朝

刊
。
宮
澤
弘
幸
の
弟
・
晃
（
当
時
・
慶
大
生
）
が
壮
行
の
辞
を
述

べ
る
式
次
第
に
な
っ
て
い
た
が
、
直
前
に
な
っ
て
差
し
替
え
ら
れ

た
。
弘
幸
の
弟
と
分
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。 

❽
レ
ー
ン
夫
妻
娘
解
雇
＝
『
外
事
月
報
』
１
９
３
９
年
９
月
分
に

よ
る
と
、
札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
の
を
、
要
監
視
対
象
者
の
娘
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
外
事
警

察
の
差
し
金
で
解
雇
し
た
。（
当
該
分
は
真
相
事
務
局
蔵
） 

❾
『
十
五
年
戦
争
下
の
登
山
―
研
究
ノ
ー
ト
』
＝
西
本
武
志
著
・

本
の
泉
社
刊
（
２
０
１
０
・
８
）。
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❿
『
網
走
獄
中
記
』
＝
村
上
国
治
著
・
日
本
青
年
出
版
社
刊
（
１

９
７
０
）。
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

⓫
『
博
物
館 

網
走
監
獄
』
＝
重
松
一
義
著
・
網
走
監
獄
保
存
財

団
刊
（
２
０
０
２
・
１
・
１
０
）
。
網
走
刑
務
所
の
歴
史
を
は
じ

め
全
て
が
分
か
る
。
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

『
昭
和
史
全
記
録
』
＝
毎
日
新
聞
社
刊
（
１
９
８
９
・
３
・
５
第

一
刷
）
。（
国
会
図
書
館
、
真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

⓬
『
戦
時
下
の
北
星
女
學
校
』
＝
同
校
ス
ミ
ス
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
編
・
響
文
社
刊
（
２
０
０
７
・
３
）。
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧

が
生
徒
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
手
記
に
よ
っ
て
証
言
さ
れ
て
い

る
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

⓭
『
北
光
教
会 

七
十
年
の
歩
み
』
＝
『
七
十
年
の
歩
み 

札
幌

北
光
教
会
創
立
７
０
周
年
記
念
１
８
９
６
～
１
９
６
６
』。
同
教
会

編
・
刊
（
１
９
６
６
・
１
０
・
２
）。
戦
時
中
の
キ
リ
ス
ト
教
会
の

有
よ
う
を
自
己
批
判
込
め
検
証
し
て
い
る
。
同
教
会
の
宣
教
師
を

務
め
た
ポ
ー
リ
ン
の
父
ジ
ョ
ー
ジ
・
ミ
ラ
ー
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
と
妻

ヘ
レ
ン
・
グ
ッ
ド
リ
ッ
ジ
の
事
績
に
も
触
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書

館
蔵
） 

⓮
「
敗
戦
前
後
に
お
け
る
公
文
書
の
焼
却
と
隠
匿
」
＝
吉
田
裕
著
・

青
木
書
店
刊
（
１
９
９
７
・
７
・
２
５
）
『
現
代
歴
史
学
と
戦
争

責
任
』
の
Ｖ
。
内
務
省
は
じ
め
各
省
庁
、
地
方
官
庁
で
の
状
況
を

詳
細
に
検
証
し
て
い
る
。 

⓯
論
考
「
１
９
４
１
年
１
２
月
８
日 

ス
パ
イ
冤
罪
・
宮
澤
弘
幸

検
挙
時
の
検
証
」
＝
大
住
広
人
・
真
相
を
広
め
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
。（
真
相
事
務
局
蔵
） 

 

【
８
】
冤
罪
な
い
し
罪
状
の
検
証
に
係
る
文
献 

❶
『
日
米
交
換
船
』
＝
加
藤
典
洋 

鶴
見
俊
輔 

黒
川
創
ら
談
・

著
・
新
潮
社
刊
（
２
０
０
６
・
３
）。
開
戦
時
に
相
手
国
に
い
た
外

交
官
、
抑
留
者
ら
を
相
互
に
第
三
国
の
港
に
運
び
交
換
し
た
経
緯

を
公
文
書
を
基
に
記
録
し
た
も
の
で
、
レ
ー
ン
夫
妻
の
乗
船
経
緯

に
も
詳
し
い
。
冤
罪
事
件
の
概
略
も
項
を
設
け
て
収
録
（
国
会
図

書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❷
『
第
二
次
交
換
船 

帝
亜
丸
の
報
告
』
＝
青
木
ヒ
サ
著
・
前
田

書
房
刊
（
１
９
４
４
・
３
・
２
０
）。
レ
ー
ン
夫
妻
ら
が
横
浜
港
で

乗
船
し
イ
ン
ド
・
ゴ
ア
港
で
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
港

か
ら
来
た
グ
リ
ッ
プ
フ
ォ
ル
ム
号
の
乗
船
者
と
相
互
に
乗
り
換
え

た
。
著
者
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
送
還
者
で
、
レ
ー
ン
夫
妻
と
は
逆
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の
コ
ー
ス
に
な
る
が
、
日
記
体
の
船
内
体
験
・
見
聞
録
は
交
換
船

の
状
況
、
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❸
『
燈
臺
船 

羅
州
丸
』
＝
齋
藤
謙
蔵
著
・
東
晃
社
刊
（
１
９
４

２
・
７
・
１
５
）。
宮
澤
弘
幸
が
便
乗
し
た
船
の
来
歴
に
詳
し
い
。

（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❹
根
室
海
軍
飛
行
場
の
見
学
の
件
公
文
書
＝
「
大
要
機
密
第
二
七

一
號
の
二
」
昭
和
九
年
八
月
四
日
付
、（
海
軍
）
大
湊
要
港
部
副
官

発
根
室
町
長
他
宛
。
件
名
は
「
米
國
海
軍
武
官
根
室
飛
行
場
見
學

の
件
通
知
」。
根
室
町
長
の
昭
和
九
年
八
月
六
日
付
受
領
印
が
押
印

さ
れ
て
い
る
。（
根
室
市
の
郷
土
史
家
・
近
藤
敬
幸
が
発
見
、
原
本

複
写
所
蔵
、
コ
ピ
ー
真
相
事
務
局
蔵
） 

❺
『
根
室
千
島
両
國
郷
土
史
』
＝
本
城
玉
藻
編
・
１
９
３
３
年
刊
。

根
室
海
軍
飛
行
場
の
竣
工
記
録
所
載
。
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❻
『
根
室
要
覧
』
＝
根
室
町
発
行
（
１
９
３
４
年
版
）。
根
室
海
軍

飛
行
場
の
記
述
所
載
。
（
根
室
市
の
郷
土
史
家
・
近
藤
敬
幸
所
蔵
） 

❼
「
根
室
千
島
鳥
瞰
図
」
＝
『
根
室
日
報
』
社
が
１
９
３
４
年
に

発
行
し
た
絵
葉
書
で
、
根
室
海
軍
飛
行
場
の
全
景
が
入
っ
て
い
る
。

『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』
に
複
写
掲
載
。（
コ
ピ
ー
真
相
事
務
局
蔵
） 

❽
「
北
緯
五
〇
度
線
の
旅
―
サ
ハ
リ
ン
少
数
民
族
と
の
交
流
を
求

め
て
」
＝
田
中
了
・
月
刊
『
世
界
』（
岩
波
書
店
）
１
９
８
８
年
７

月
号
所
載
。
田
中
了
は
ウ
イ
ル
タ
協
会
事
務
局
長
。
宮
澤
弘
幸
が

訪
ね
た
オ
タ
ス
の
森
に
つ
い
て
ル
ポ
し
て
い
る
。
（
国
会
図
書
館

蔵
） 

❾
「
北
東
方
面
海
軍
作
戦
」
＝
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
編
。

上
敷
香
飛
行
場
な
ど
記
載
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❿
北
東
方
面
陸
軍
作
戦
＝
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
室
編
。
北
千

島
要
塞
な
ど
記
載
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

⓫
「
ニ
ッ
ポ
ン
号
世
界
一
周
」
＝
『
東
京
日
日
新
聞
』（
現
・
毎
日

新
聞
）
１
９
３
９
年
８
月
２
７
日
付
朝
刊
。
根
室
海
軍
飛
行
場
が

国
民
公
知
の
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。（
国
会
図
書
館
、
北
大

文
書
館
、
各
蔵
） 

⓬
「
北
千
島
新
風
土
記
」
＝
『
朝
日
新
聞
』
１
９
４
１
年
７
月
１

７
日
か
ら
計
８
回
連
載
。
軍
施
設
の
あ
る
北
千
島
の
風
物
が
そ
れ

な
り
報
じ
ら
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

 

【
９
】
事
件
の
背
景
お
よ
び
人
物
像
に
迫
る
著
作
・
文
献 

〈
イ
〉
そ
の
一 

❶
『
武
田
弘
道
追
悼
集 

会
議
は
踊
る 

た
だ
ひ
と
た
び
の
』
＝

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
刊
（
１
９
８
５
・
７
・
２
７
）。
武
田
弘
道
は
「
心

の
会
」
創
立
の
一
員
で
、
北
大
予
科
か
ら
京
都
大
学
に
入
学
。
同

大
教
授
と
な
っ
た
が
、
事
故
死
。
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
ら
が

寄
稿
、
「
心
の
会
」
の
追
想
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
、

北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❷
『
フ
ォ
ス
コ
の
愛
し
た
日
本 

受
難
の
な
か
で
結
ぶ
友
情
』
＝

石
戸
谷
滋
著
・
風
媒
社
刊
（
１
９
８
９
・
６
・
１
５
）。
フ
ォ
ス
コ

の
動
静
を
通
し
て
、
宮
澤
弘
幸
と
「
心
の
会
」
の
消
息
、
そ
し
て

軍
国
日
本
の
様
相
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
、
北
大

文
書
館
、
各
蔵
） 

❸
『
白
堊
館
の
人
た
ち
』
＝
村
田
豊
雄
著
・
に
れ
の
花
詩
社
刊
（
１

９
６
９
）。
村
田
豊
雄
は
北
大
工
学
部
書
記
（
会
計
係
、
戦
後
に
事

務
長
）
。
戦
前
・
戦
中
の
北
大
を
め
ぐ
る
人
模
様
が
随
想
風
に
描
か

れ
、
宮
澤
弘
幸
ら
が
検
挙
さ
れ
た
前
後
の
風
聞
・
伝
聞
も
織
り
込

ま
れ
て
い
る
。
は
じ
め
『
北
工
会
誌
』
に
連
載
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 
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❹
『
随
筆
日
本 

イ
タ
リ
ア
人
の
見
た
昭
和
の
日
本
』
＝
フ
ォ
ス

コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
著
・
岡
田
温
司
監
訳
・
松
籟
社
刊
（
２
０
０
９
・

１
１
）
。
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
と
最
も
濃
密
な
交
友
関
係
に
あ
っ
た

イ
タ
リ
ア
人
留
学
生
（
北
大
医
学
部
無
給
助
手
・
宮
澤
ら
検
挙
時

は
京
都
大
学
イ
タ
リ
ア
語
科
教
師
）。
京
大
赴
任
ま
で
は
自
宅
に
宮

澤
弘
幸
を
下
宿
さ
せ
て
い
る
。
第
二
章
「
東
京
、
世
界
の
交
差
点 

沈
黙
に
語
り
か
け
る
」
で
、
鋭
く
温
か
く
書
き
込
ん
で
い
る
。
戦

後
・
釈
放
後
の
宮
澤
弘
幸
の
肉
声
を
記
録
し
た
文
献
と
し
て
、
お

そ
ら
く
は
唯
一
と
思
わ
れ
る
。
原
題
（
イ
タ
リ
ア
語
）O

r
e 

g
a
p
po
n
es
i

（
１
９
５
６
年
刊
）
英
語
訳
刊M

e
e
t
i
n
g
 w
i
th

 j
ap

an

（T
h
e
 
Vi
k
in
g
 P
r
es
s

１
９
６
０
刊
・
エ
リ
ッ
ク
・
モ
ス
バ
ッ
ヒ

ア
訳
）
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

❺
「P

A
S
S
ER
O
TT
O

半
世
紀
前
の
札
幌
の
思
い
出
」
＝
マ
ラ
イ
ー
ニ

『
武
田
弘
道
追
悼
集
』
へ
の
寄
稿
の
表
題
。 

❻
「
私
の
日
本
体
験
」
＝
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
・
季
刊
『
国

際
交
流
』（
７
７
号
１
９
９
７
・
１
０
・
１
国
際
交
流
基
金
刊
）
に

寄
稿
（
肩
書
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
名
誉
教
授
）
。（
国
会
図
書
館

蔵
） 

冤
罪
事
件
と
の
直
接
か
か
わ
り
は
な
い
が
、
こ
の
ほ
か
マ
ラ
イ
ー

ニ
の
著
作
に
は
▽
『
ア
イ
ヌ
の
イ
ク
バ
ス
イ
』（
ア
イ
ヌ
民
族
博
物

館
刊
１
９
９
４
年
・
イ
タ
リ
ア
文
化
協
会
東
洋
研
究
書
第
一
巻
）

▽
『
チ
ベ
ッ
ト
―
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
』（
理
論
社
１
９
５
８

年
刊
）
▽
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
真
珠
』（
理
論
社
１
９
５
６
年
刊
）
―
な

ど
。 

❼
「
番
外 

フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
人
物
伝
」
＝
北
大
山
岳
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。F

o
s
c
o
 
M
ar

ai
n
i

（
１
９
１
２
～
２
０
０
４
年
） 

❽
『
ダ
ー
チ
ャ
と
日
本
の
強
制
収
容
所
』
＝
望
月
紀
子
著
・
未
来

社
刊
（
２
０
１
５
・
３
・
１
０
）
。
ダ
ー
チ
ャ
は
マ
ラ
イ
ー
ニ
の
長

女
で
作
家
。（
国
会
図
書
館
蔵
） 

➒
『
国
家
秘
密
法
に
反
対
す
る
市
民
集
会
「
宮
沢
事
件
の
真
実
」

（
札
幌
弁
護
士
会
主
催
）
記
録
集
』
＝
同
弁
護
士
会
編
・
刊
（
１

９
６
２
・
１
０
・
）
発
言
録
、
寄
稿
、
聞
き
書
き
、
手
記
な
ど
収

録
。 

❿
「
も
う
一
つ
の
１
２
月
８
日
（
１
９
８
７
・
１
２
・
６
の
放
送

か
ら
）
落
合
恵
子
の 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て 

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
＝

Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｒ
文
化
放
送
発
行
（
１
９
８
８
・
３
・
３
１
）。
松
本
照
男
、

上
田
誠
吉
、
秋
間
美
江
子
が
各
寄
稿
。（
北
大
文
書
館
、
真
相
事
務

局
、
各
蔵
） 

⓫
「
Ｈ
・
ヘ
ッ
カ
ー
来
訪
者
録
」
コ
ピ
ー
＝
１
９
３
８
～
１
９
４

２
年
分
。
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
カ
ー
は
北
大
予
科
の
ド
イ
ツ
語
教
師

で
、「
心
の
会
」
の
創
立
会
員
。
自
宅
官
舎
に
ノ
ー
ト
を
常
備
し
、

来
訪
者
が
自
由
に
書
き
込
ん
だ
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

⓬
ヘ
ッ
カ
ー
追
悼
特
集
＝
雑
誌
『
北
大
季
刊
』（
北
大
季
刊
刊
行
会

刊
。
１
９
６
９
年
３
１
号
で
廃
刊
）
に
「
退
官
記
念
講
演
」（
２
８

号
）「
追
悼
特
集
」
（
３
０
号
）
所
載
。
（
国
会
図
書
館
蔵
） 

⓭
「
フ
ジ
ク
ラ
に
か
か
る
人
あ
り
き
―
『
あ
る
北
大
生
の
受
難
』

を
読
ん
で
」
＝
加
賀
谷
誠
一
・
藤
倉
電
線
社
内
誌
『
フ
ジ
ク
ラ
』

（
１
９
８
８
年
３
月
号
）
に
所
載
。
加
賀
谷
は
同
社
社
長
。
宮
澤

弘
幸
の
父
親
は
同
社
工
場
長
。
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

⓮
「
宮
沢
弘
幸
君
と
の
悲
し
き
ふ
れ
あ
い
」
＝
大
條
正
義
・『
東
京

エ
ル
ム
新
聞
』（
東
京
エ
ル
ム
会
刊
。
２
０
０
４
年
廃
刊
）
の
３
２

３
号
と
３
２
４
号
に
「
上
」
と
「
下
」
で
掲
載
。（
国
会
図
書
館
蔵
）
。

大
條
正
義
は
宮
澤
弘
幸
の
先
輩
で
「
心
の
会
」
の
命
名
者
。
予
科

時
代
の
宮
澤
弘
幸
と
下
宿
を
共
に
し
て
い
る
。 



 

 - 155 - 

⓯
「
遠
友
夜
学
校
の
新
渡
戸
精
神
を
継
承
―
半
沢
洵
」
＝
梶
田
博

昭
著
・『
百
折
不
撓
物
語
』（
地
域
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
刊
２
０
０
５
・

１
２
・
８
）
所
載
（
国
会
図
書
館
蔵
）
。 

⓰
『
札
幌
弁
護
士
会
百
年
史
』
＝
同
史
編
纂
委
員
会
編
・
同
弁
護

士
会
刊
（
１
９
８
３
・
７
・
２
８
）。
宮
澤
弘
幸
の
弁
護
人
の
一
人

だ
っ
た
斎
藤
忠
雄
弁
護
士
の
業
績
、
特
高
対
応
の
背
景
な
ど
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。（
国
会
図
書
館
蔵
）。 

 

〈
ロ
〉
そ
の
ニ 

❶
「
バ
ビ
ロ
ン
女
囚
の
記
」
＝
内
田
ヒ
デ
・『
ホ
ー
リ
ネ
ス
・
バ
ン

ド
の
軌
跡 

リ
バ
イ
バ
ル
と
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
』（
昭
和
キ
リ
ス
ト

教
弾
圧
史
刊
行
会
編
・
新
教
出
版
社
１
９
８
３
・
９
刊
）
に
収
録
。

同
会
牧
師
で
、
戦
時
キ
リ
ス
ト
教
弾
圧
で
札
幌
拘
置
所
に
留
置
さ

れ
て
い
た
と
き
、
ポ
ー
リ
ン
ら
と
出
会
い
、
当
時
の
消
息
を
記
し

て
い
る
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❷
『
日
本
を
映
す
小
さ
な
鏡
』
＝
ア
ー
ル
・
マ
イ
ナ
ー
著
・
吉
田

健
一
訳
・
筑
摩
書
房
刊
（
１
９
６
２
・
６
・
３
０
）
。
ア
ー
ル
・
マ

イ
ナ
ー
は
レ
ー
ン
夫
妻
の
四
女
バ
ー
ジ
ニ
ア
の
夫
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連

合
国
軍
総
司
令
部
）
要
員
を
経
て
帰
国
後
ア
メ
リ
カ
・
プ
リ
ン
ス

ト
ン
大
学
教
授
。
原
題
はA

 L
i
t
t
l
e m

ir
r
oy
 o
f
 j
a
pa
n
 

レ
ー

ン
夫
妻
の
検
挙
さ
れ
た
前
後
の
消
息
、
時
代
の
様
相
が
家
族
の
回

想
を
基
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、

各
蔵
） 

❸
『
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
人
び
と
―
レ
ー
ン
夫
妻
ス
パ
イ
事
件
と

私
た
ち
』
＝
岸
本
羊
一
著
・
新
教
出
版
社
刊
（
１
９
９
１
・
７
）。

キ
リ
ス
ト
者
の
視
点
か
ら
キ
リ
ス
ト
者
へ
の
戦
時
弾
圧
を
告
発
し

て
い
る
。（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❹
「
レ
ー
ン
先
生
の
こ
と
な
ど
」
＝
植
木
迪
子
・『
北
海
道
教
育
大

学
附
属
中
学
校
同
期
会
通
信
２
０
１
５
年
』
所
載
。
植
木
は
ヘ
ッ

カ
ー
宅
に
同
居
し
て
い
た
瀧
澤
義
郎
の
娘
。
当
時
の
官
舎
の
様
子

が
よ
く
わ
か
る
。
冊
子
『
戦
後
７
０
年
の
曲
が
り
角
で
―
レ
ー
ン

夫
妻
を
語
る
』
（
後
出
）
に
転
載
さ
れ
て
い
る
。 

❺
「
北
星
学
園
創
立
百
周
年
記
念
と
レ
ー
ン
家
の
娘
た
ち
」
＝
常

田
二
郎
・
新
聞
『
基
督
教
世
界
』（
基
督
教
世
界
社
刊
・
１
９
８
７

年
１
０
月
１
０
日
）
に
所
載
。
常
田
二
郎
は
牧
師
。（
北
大
文
書
館

蔵
） 

❻
『
北
星
学
園
百
年
史
』
＝
同
学
園
編
・
刊
（
１
９
９
０
・
７
）。

北
星
学
園
は
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
１
８
８
０
年
に
前
身
を
創
立

し
、
一
貫
し
て
女
子
教
育
に
実
績
を
重
ね
る
と
共
に
、
札
幌
と
周

辺
在
住
の
外
国
人
ら
と
共
に
文
化
交
流
の
場
を
設
け
て
き
て
い
る
。

（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❼
『
戦
後
７
０
年
の
曲
が
り
角
で
―
レ
ー
ン
夫
妻
を
語
る
』
＝
同

名
の
集
い
の
記
録
冊
子
（
主
催
の
「
宮
澤
レ
ー
ン
事
件
を
考
え
る

会
」
が
学
習
資
料N

o
2

と
し
て
編
・
発
行
。
同
会
、
真
相
事
務
局

各
蔵
） 

▽
講
演
録
「
レ
ー
ン
ご
夫
妻
の
愛
し
た
北
大
、
そ
し
て
札
幌
」
＝

レ
ー
ン
夫
妻
ら
の
詳
細
な
略
歴
も
添
付
（
松
竹
谷
智
） 

▽
寄
稿
「
レ
ー
ン
夫
妻
に
関
す
る
新
聞
の
記
事
か
ら
」
＝
札
幌
市

公
文
書
館
保
存
の
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
中
か
ら
戦
前
、
戦
中
、
戦

後
の
記
事
を
発
掘
し
て
、
全
文
添
付
（
河
道
前
伸
子
） 

▽
同
「
交
換
船
で
の
出
会
い 

レ
ー
ン
姉
妹
と
岩
手
の
宣
教
師
一

家
」
＝
交
換
船
で
の
体
験
、
見
聞
な
ど
を
綴
っ
た
宣
教
師
夫
妻
の

著
書
『
嵐
の
中
を
』
『
や
く
そ
く
』、
お
よ
び
宣
教
師
が
検
挙
さ
れ

た
当
日
の
新
聞
記
事
な
ど
を
紹
介
（
吉
田
栄
一
） 
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▽
同
「
レ
ー
ン
夫
妻
の
感
謝
状
―
１
９
４
４
年
３
月
の
新
聞
記
事
」

＝
戦
争
中
に
日
米
交
換
船
で
出
国
後
に
札
幌
に
届
い
た
と
さ
れ
る

不
思
議
な
手
紙
の
顛
末
（
岸
本
和
世
） 

▽
ほ
か
に
丹
保
憲
仁
、
田
中
豊
、
相
馬
述
之
、
笠
巻
明
弘
、
越
智

さ
と
子
、
安
井
は
る
み
、
大
山
綱
夫
、
水
野
直
治
、
橋
本
邦
江
、

指
方
信
平
、
刈
谷
純
一
、
向
井
承
子
ら
の
談
、
寄
稿
。 

❽
レ
ー
ン
夫
妻
感
謝
状
の
記
事
＝
『
北
海
道
新
聞
』（
１
９
４
４
・

３
・
１
２
朝
刊
３
面
）「
忘
れ
ら
れ
ぬ
恩
情 

ス
パ
イ
事
件
の
レ
ー

ン
夫
妻
か
ら 

切
々
片
假
名
の
感
謝
状
」。
夫
妻
が
日
米
交
換
船
で

出
国
後
、
収
監
さ
れ
て
い
た
札
幌
大
通
刑
務
所
支
所
（
拘
置
所
？
）

の
所
長
宛
に
各
々
送
っ
た
と
さ
れ
る
感
謝
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
届
い
た
経
路
、
経
緯
と
も
不
明
だ
が
、
内
容
か
ら
推
し
て

偽
書
と
断
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
コ
ピ
ー
真
相
事
務
局
蔵
） 

➒
『
嵐
の
中
を
』
＝
コ
ー
ネ
リ
ア
・
Ｒ
・
シ
ュ
レ
ー
ヤ
、
ギ
ル
バ

ー
ト
・
Ｗ
・
シ
ュ
レ
ー
ヤ
著
（
三
原
圭
子
訳
）・
日
本
基
督
教
団
出

版
局
刊
（
１
９
９
１
・
６
・
１
０
）。
第
一
次
日
米
交
換
船
で
帰
国

し
た
レ
ー
ン
夫
妻
の
双
子
の
末
娘
の
船
内
で
の
様
子
が
書
き
込
ま

れ
て
い
る
。（
国
会
図
書
館
蔵
・
盛
岡
大
学
に
英
語
版
蔵
） 

❿
『
や
く
そ
く
』
＝
ギ
ル
バ
ー
ト
・
Ｗ
・
シ
ュ
レ
ー
ヤ
著
・
岩
手

日
報
社
刊
（
１
９
８
０
・
１
１
）
。
同
じ
く
日
米
交
換
船
で
の
様
子

が
書
か
れ
、
添
付
の
写
真
に
は
双
子
の
姉
妹
も
写
っ
て
い
る
。（
岩

手
県
立
図
書
館
蔵
） 

⓫
『
新
岩
手
日
報
』（
１
９
４
１
・
１
２
・
９
）
＝
朝
刊
３
面
に
ギ

ル
バ
ー
ト
が
検
挙
さ
れ
る
前
日
（
１
２
月
８
日
）
の
動
静
に
か
か

る
記
事
が
あ
り
、
当
時
の
状
況
、
心
境
も
読
み
取
れ
る
。（
コ
ピ
ー

真
相
事
務
局
蔵
） 

⓬
『
岩
手
福
音
宣
教
百
年
史
』
＝
岩
手
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
再
開
百

年
祭
実
行
委
員
会
刊
（
１
９
７
４
・
６
・
３
）。
ギ
ル
バ
ー
ト
宣
教

師
ら
の
受
難
に
つ
い
て
、
検
挙
、
取
調
べ
、
拘
置
所
の
状
況
を
含

め
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。（
岩
手
県
立
図
書
館
蔵
、
国
会
図
書

館
蔵
） 

⓭
「
特
高
に
ス
パ
イ
と
呼
ば
れ
て
も
―
英
語
教
師
ポ
ー
リ
ン
・
レ

ー
ン
」
＝
梶
田
博
昭
著
・『
百
折
不
撓
物
語
』
（
地
域
メ
デ
ィ
ア
研

究
所
刊
２
０
０
５
・
１
２
・
８
）
所
載
（
国
会
図
書
館
蔵
）。 

 

【
10
】
親
族
交
友
関
係
等
の
聞
き
取
り
・
書
信
・
断
章 

❶
秋
間
美
江
子
＝
聞
き
手
・
上
田
弁
護
士
。
書
簡
往
復
も
多
。（
（
北

大
文
書
館
蔵
）
▽
集
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
真
相
を
広
め
る
会
『
会

報
』
第
５
号
収
録
）
▽
発
言
録
「
が
ん
よ
り
国
の
政
治
が
怖
い
の

で
す
」（
同
『
会
報
』
第
７
号
）
▽
発
言
録
「
ス
パ
イ
家
族
の
苦
し

み
」（
同
『
会
報
』
第
９
号
） 

❷
大
條
正
義
＝
聞
き
手
・
郷
路
征
記（
弁
護
士
・
札
幌
弁
護
士
会
）。

１
９
８
７
年
６
月
１
８
日
札
幌
弁
護
士
会
に
収
録
。（
北
大
文
書
館
、

真
相
事
務
局
、
各
蔵
） 

❸
松
本
照
男
＝
聞
き
手
・
郷
路
征
記（
弁
護
士
・
札
幌
弁
護
士
会
）。

１
９
８
７
・
６
・
１
８
札
幌
弁
護
士
会
に
収
録
。
松
本
は
上
田
弁

護
士
と
の
書
簡
往
復
も
多
。
「
心
の
会
」
創
立
の
一
員
。（
北
大
文

書
館
蔵
）。
山
本
玉
樹
宛
て
書
信
（
２
０
１
５
・
６
・
１
８
）
で
レ

ー
ン
夫
妻
関
係
の
メ
モ
、
写
真
コ
ピ
ー
を
「
真
相
を
広
め
る
会
」

へ
も
提
供
。 

❹
滝
沢
義
郎
＝
上
田
弁
護
士
宛
て
書
簡
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❺
マ
ラ
イ
ー
ニ
＝
上
田
弁
護
士
宛
て
書
簡
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❻
武
田
ひ
ろ
子
＝
聞
き
手
・
岩
本
勝
彦
（
弁
護
士
・
札
幌
弁
護
士
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会
）。
電
話
に
よ
る
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❼
小
沢
保
知
＝
上
田
弁
護
士
宛
て
書
簡
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❽
高
橋
あ
や
子
＝
聞
き
手
・
上
田
弁
護
士
。
書
簡
往
復
も
多
。（
北

大
文
書
館
蔵
） 

❾
田
中
し
づ
＝
上
田
弁
護
士
宛
て
書
簡
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❿
黒
岩
喜
久
雄
＝
聞
き
手
・
上
田
弁
護
士
。
書
簡
往
復
も
多
。（
北

大
文
書
館
蔵
） 

⓫
内
田
ヒ
デ
＝
聞
き
手
・
上
田
弁
護
士
。（
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

⓬
石
戸
谷
滋
＝
上
田
弁
護
士
宛
て
書
簡
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

⓭
荻
野
富
士
夫
＝
上
田
弁
護
士
宛
て
書
簡
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

⓮
高
村
淑
子
＝
レ
ー
ン
夫
妻
の 

ド
ロ
シ
ー
、
キ
ャ
サ
リ
ン
と
遊

ん
だ
記
憶
に
つ
い
て
、『
毎
日
新
聞
』
寄
稿
欄
「
女
の
気
持
ち
」（
２

０
１
３
・
１
０
・
２
１
）
に
投
稿
。 

⓯
「
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
さ
ん
か
ら
聞
く
」
＝
札
幌
弁
護
士

会
１
９
８
７
年
５
月
１
日
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

⓰
「
斎
藤
先
生
に
聴
く
」
＝
１
９
８
７
・
２
聞
き
手
・
岩
本
勝
彦

（
弁
護
士
・
札
幌
弁
護
士
会
）
。
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

⓱
札
幌
弁
護
士
会
『
会
報
』
＝ 

 

【
11
】
戦
後
の
主
な
新
聞
記
事 

❶
「
ス
パ
イ
防
止
っ
て
な
ん
だ
」
＝
『
朝
日
新
聞
』
連
載
。
既
出
。 

❷
「
宮
沢
事
件 

４
６
年
ぶ
り
問
い
直
す
」
＝
『
北
海
道
新
聞
』

夕
刊
（
１
９
８
７
・
７
・
３
）
（
当
該
記
事
分
・
北
大
文
書
館
蔵
） 

❸
「
国
家
秘
密
法
へ
の
警
鐘 

宮
沢
事
件
」
＝
『
朝
日
新
聞
』
夕

刊
（
１
９
８
７
・
７
・
２
）
。（
北
海
道
版
は
７
・
６
付
・
北
大
文

書
館
蔵
） 

❹
「
宮
沢
事
件 

不
幸
な
家
族
も
う
二
度
と
…
」
＝
「
北
海
道
新

聞
」（
１
９
８
７
・
７
・
８
、
当
該
記
事
分
・
北
大
文
書
館
蔵
） 

❺
「
４
６
年
前
の
宮
沢
事
件
」
＝
『
毎
日
新
聞
』（
１
９
８
７
・
７
・

２
１
）
（
北
海
道
版
、
当
該
記
事
分
・
北
大
文
書
館
蔵
） 

❻
「
レ
ー
ン
・
宮
沢
事
件
か
ら
７
０
年
」
＝
『
北
海
道
新
聞
』（
２

０
１
１
年
１
２
月
５
日
付
か
ら
５
回
連
載
）
。（
当
該
記
事
分
・
北

大
文
書
館
蔵
） 

 

【
12
】
創
作 

❶
「
小
説
ス
パ
イ
に
さ
れ
た
北
大
生
・
宮
沢
弘
幸
」
＝
福
山
瑛
子

著
・
季
刊
誌
『
季
論
２
１
』
２
０
１
６
夏
号
に
所
載
（
同
編
集
委

員
会
刊
２
０
１
６
・
７
・
２
０
）
。
登
場
人
物
に
は
実
名
を
用
い
な

が
ら
展
開
は
創
作
の
い
わ
ゆ
る
実
名
小
説
。（
国
会
図
書
館
、
真
相

事
務
局
蔵
） 

❷
ビ
デ
オ
「
構
成
劇
エ
ル
ム
に
寄
せ
て
」
＝
作
・
演
出
は
乳
井
有

史
。
同
名
の
「
構
成
劇
と
講
演
の
つ
ど
い
」（
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件

を
考
え
る
会
、
ビ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
９
条
の
会
・
北
海
道
共
催
２

０
１
６
・
１
２
・
１
１
）
で
の
上
演
を
収
録
。 

 

【
13
】
北
大
・
公
式
文
献 

❶
『
北
海
道
大
学
創
基
八
十
年
史
』
＝
１
９
６
５
年
刊
（
国
会
図

書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❷
『
北
大
百
年
史
』
通
説
・
部
局
史
＝
１
９
８
２
年
７
月
、
２
０

８
０
年
３
月
刊
（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❸
『
北
大
の
１
２
５
年
』
＝
２
０
０
１
年
３
月
刊
（
国
会
図
書
館
、
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北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❹
『
写
真
集 

北
大
１
２
５
年
』
＝
（
国
会
図
書
館
、
北
大
文
書

館
、
各
蔵
） 

❺
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
＝
２
０
０
３
年
１
２
月
刊
（
国
会
図

書
館
、
北
大
文
書
館
、
各
蔵
） 

❻
『
北
大
時
報
』（
北
大
・
広
報
課
）『
楡
蔭
』（
北
大
・
附
属
図
書

館
）『
瓔
珞
』（
北
大
・
教
養
部
）
＝
学
内
誌
。
宮
澤
弘
幸
旧
蔵
ア

ル
バ
ム
受
贈
（
時
報
７
０
４
号
・
２
０
１
２
年
１
１
月
）
、
レ
ー
ン

文
庫
・
レ
ー
ン
記
念
賞
（
時
報
５
２
０
号
１
９
９
７
年
７
月
、
楡

蔭
４
５
号
１
９
７
７
年
１
０
月
２
０
日
、
瓔
珞
２
０
号
１
９
８
１

年
１
０
月
）
な
ど
、
動
静
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。（
北
大
文
書
館

蔵
） 

 

【
14
】
北
大
・
公
開
展
示 

❶
北
大
総
合
博
物
館
・
展
示
＝
簡
単
な
経
緯
を
記
し
た
パ
ネ
ル
。 

❷
北
大
百
年
記
念
館
・
展
示
＝
「
北
海
道
大
学
沿
革
史
」
展
示
の

中
に
宮
澤
・
レ
ー
ン
冤
罪
事
件
に
か
か
る
一
画
を
設
け
て
い
る
。 

 

【
15
】
北
大
・
宮
澤
弘
幸
の
身
分
等
に
係
る
学
内
記
録 

❶
豫
科
學
籍
簿
（
１
９
３
８
～
１
９
４
１
年
） 

❷
工
學
部
學
籍
簿
（
１
９
４
１
～
１
９
４
７
年
） 

❸
退
學
願
（
１
９
４
２
年
４
月
１
日
付
）・
退
學
指
令
書
議
案
書
＝

原
簿
名
「
入
學
退
學
休
學
卒
業
ニ
關
ス
ル
書
類
自
昭
和
十
七
年
至

昭
和
十
九
年
」 

❹
第
四
百
二
十
七
回
教
授
会
（
１
９
４
２
年
５
月
７
日
付
）
＝
原

簿
名
「
教
授
会
記
録 

昭
和
十
七
年
度
北
海
道
帝
國
大
学 

工
學

部
」 

❺
復
學
願
（
１
９
４
５
年
１
２
月
８
日
付
）・
復
學
指
令
議
案
書
＝

原
簿
名
「
退
學
休
學
入
學
卒
業
關
係
自
昭
和
二
十
年
四
月
至
昭
和

二
十
一
年
」 

❻
死
亡
届
（
１
９
４
８
年
１
月
３
１
日
付
）・
休
退
學
許
可
伺
＝
原

簿
名
「
休
學
退
學
復
學
伺
簿 

昭
和
二
十
三
年
度
以
降
」 

❼
第
五
百
五
十
五
回
教
授
会
（
１
９
４
８
年
３
月
１
１
日
付
）
＝

原
簿
名
「
教
授
会
記
録 

昭
和
二
十
一
年
度
北
海
道
帝
國
大
學
工

學
部
」 

＊
以
上
、
原
本
乃
至
原
本
複
写
は
北
大
文
書
館
に
所
蔵
。
真
相

事
務
局
に
も
コ
ピ
ー
蔵
。 

 

【
16
】
宮
澤
弘
幸
の
遺
し
た
著
作
・
記
録 

❶
「
大
陸
一
貫
鉄
道
論
」
＝
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
（
満
鉄
）
が

学
生
・
生
徒
向
け
に
公
募
し
た
懸
賞
論
文
に
、
受
賞
後
、
手
を
加

え
た
著
作
を
同
社
発
行
の
『
満
鉄
グ
ラ
フ
』（
１
９
４
１
年
５
月
号

～
８
月
号
）
に
連
載
。
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❷
「
満
州
を
巡
つ
て
（
一
）」
＝
『
北
海
道
帝
國
大
学
新
聞
』
第
２

４
１
号
（
１
９
４
０
年
１
１
月
１
２
日
付
）
２
面
に
掲
載
。
以
下

「
満
州
を
巡
り
て
（
二
）
―
旅
行
メ
モ
よ
り
」
＝
『
北
海
道
帝
国

大
学
新
聞
』
第
２
４
２
号
（
１
９
４
０
年
１
１
月
２
６
日
付
）
４

面
、「
満
州
を
巡
り
て
―
旅
行
メ
モ
よ
り
」
＝
『
北
海
道
帝
国
大
学

新
聞
』
第
２
４
３
号
（
１
９
４
０
年
１
２
月
１
７
日
付
）
４
面
に

連
載
。
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❸
「
戦
車
を
習
ふ
」
＝
『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』
第
２
５
１
号
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（
１
９
４
１
年
６
月
１
０
日
付
）
２
面
に
掲
載
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❹
詩
作
「
真
理
は
時
に
嘆
く
」
＝
『
櫻
星
會
雑
誌
』（
北
大
予
科
文

芸
部
）
第
四
十
六
号
に
掲
載
。
（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❺
山
の
詩
、
ほ
か
一
篇
。（
表
題
の
み
北
大
文
書
館
蔵
） 

❻
女
性
観
ノ
ー
ト
＝
『
北
大
文
芸
』（
１
９
３
８
年
１
１
月
）（
表

題
の
み
北
大
文
書
館
蔵
） 

❼
弁
論
・
演
題
＝
「
宗
教
に
対
す
る
一
私
見
」（
１
９
３
８
年
弁
論

部
例
会
）「
美
を
見
凝
め
て
」（
１
９
３
８
年
６
月
１
５
日
春
季
札

幌
公
開
講
演
会
）「
不
思
議
な
話
」（
１
９
３
８
年
８
月
２
０
日
～

２
７
日
夏
季
巡
回
講
演
会
）
「
人
間
の
問
題
」
（
１
９
４
０
年
２
月

１
０
日
予
科
実
科
合
同
講
演
会
）
い
ず
れ
も
『
北
海
道
帝
国
大
学

新
聞
』
に
掲
載
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❽
雪
小
屋
（
イ
グ
ル
ー
）
実
験
手
記
＝
宮
澤
弘
幸
、
マ
ラ
イ
ー
ニ

連
名
で
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
掲
載
（
１
９
４
０
・
２
・
４
～
５
） 

❾
十
勝
連
峰
縦
走
記
録
＝
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
に
掲
載
（
１
９
４

０
・
３
・
２
４
、
２
５
朝
刊
に
上
・
下
） 

❿
写
真
ア
ル
バ
ム
＝
北
大
予
科
入
学
（
１
９
３
７
年
４
月
）
以
来
、

宮
澤
弘
幸
が
学
内
外
で
撮
影
、
あ
る
い
は
撮
影
さ
れ
た
写
真
を
整

理
し
、
克
明
に
説
明
・
所
感
を
添
記
し
た
ア
ル
バ
ム
。
遺
族
（
実

妹
）・
秋
間
美
江
子
が
二
度
に
わ
た
っ
て
北
大
に
寄
贈
（
２
０
１
２

年
１
０
月
２
４
日
、
２
０
１
４
年
５
月
１
７
日
）。
北
大
文
書
館
で

収
納
。 

⓫
「
心
の
会
」
発
足
記
念
写
真
＝
原
版
の
所
在
は
不
明
。
印
刷
さ

れ
た
も
の
で
は
『
武
田
弘
道
追
悼
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、

一
番
古
い
と
思
わ
れ
る
。
太
黒
宅
で
撮
影
さ
れ
、
会
の
発
足
時
の

全
員
が
写
っ
て
い
る
。『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』
に
も
コ
ピ
ー
掲
載

（
３
４
ペ
ー
ジ
） 

⓬
マ
ラ
イ
ー
ニ
帰
国
時
の
記
念
写
真
＝
原
版
の
所
在
は
不
明
。
印

刷
さ
れ
た
も
の
で
は
『
フ
ォ
ス
コ
の
愛
し
た
日
本
』
掲
載
が
最
初
。

『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
』
に
も
コ
ピ
ー
掲
載
（
１
１
８
ペ
ー
ジ
）。

マ
ラ
イ
ー
ニ
と
家
族
、
宮
澤
弘
幸
と
父
・
雄
也
、
弟
・
晃
ら
が
写

っ
て
い
る
。
１
９
４
６
年
２
月
１
６
日
の
撮
影
で
、
宮
澤
弘
幸
は

こ
の
一
年
後
の
１
９
４
７
年
２
月
２
２
日
に
死
去
。 

⓭
留
学
希
望
＝
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
一
面
コ
ラ
ム
「
天
声
人
語
」

（
１
９
４
６
・
１
・
２
５
、
１
９
４
６
・
２
・
６
）
に
ア
メ
リ
カ

留
学
を
素
材
に
し
た
世
情
寸
評
を
掲
載
、
宮
澤
弘
幸
を
匿
名
で
揶

揄
し
て
い
る
。
北
大
文
書
館
年
報
第
９
号
に
全
文
転
載
。（
北
大
文

書
館
蔵
） 

 

【
17
】
北
大
人
に
よ
る
論
考 

❶
逸
見
勝
亮
「
宮
澤
弘
幸
・
レ
ー
ン
夫
妻
軍
機
保
護
法
違
反
冤
罪

事
件
再
考
―
北
海
道
大
学
所
蔵
史
料
を
中
心
に
―
」
＝
『
北
海
道

大
学
大
学
文
書
館
年
報
』
第
５
号
（
２
０
１
０
・
３
・
３
１
）
所

載
。
肩
書
は
文
書
館
・
館
長
。
事
実
関
係
を
調
べ
た
う
え
で
北
大

と
し
て
の
対
応
に
初
め
て
の
論
及
。
宮
澤
弘
幸
の
学
籍
簿
、
教
授

会
記
録
、
レ
ー
ン
夫
妻
と
の
北
大
教
師
契
約
、
文
部
省
当
局
と
の

往
復
文
書
等
の
原
本
写
し
を
収
録
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❷
井
上
勝
生
「
戦
時
下
、
時
代
に
棹
さ
し
た
北
大
生
宮
澤
弘
幸
再

論
；
逸
見
勝
亮
氏
『
宮
澤
弘
幸
・
レ
ー
ン
夫
妻
軍
機
保
護
法
違
反

冤
罪
事
件
再
考
』
評
」
＝
『
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
年
報
』
第

６
号
（
２
０
１
１
・
３
・
３
１
）
所
載
。
肩
書
は
北
大
名
誉
教
授
。

「
評
」
と
あ
る
よ
う
に
、
逸
見
論
考
の
資
料
解
釈
に
対
す
る
批
判

が
主
体
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 
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❸
井
上
高
聡
「
研
究
ノ
ー
ト 

工
学
部
学
生
宮
澤
弘
幸
の
在
学
に

つ
い
て
」
＝
『
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
年
報
』
第
９
号
（
２
０

１
４
・
３
・
３
１
）
所
載
。
肩
書
は
大
学
文
書
館
員
（
現
・
准
教

授
）
。
逸
見
論
考
以
後
に
見
つ
か
っ
た
学
内
文
書
・
記
録
類
、
お
よ

び
宮
澤
弘
幸
の
北
大
生
と
し
て
の
学
業
、
課
外
活
動
等
を
記
録
し

た
文
書
・
記
録
類
、
宮
澤
弘
幸
が
『
北
海
道
帝
國
大
學
新
聞
』
等

に
寄
稿
・
掲
載
さ
れ
た
作
品
・
論
考
等
の
写
し
な
ど
関
係
文
献
を

全
収
録
し
論
考
。（
北
大
文
書
館
蔵
） 

❹
『
「
治
安
維
持
法
」
下
の
北
大
生
の
抵
抗
運
動
』
＝
河
野
民
雄
編

著
（
真
相
事
務
局
蔵
） 

❺
「
北
海
道
社
会
文
庫
通
信
」
＝
堅
田
精
司
編
著
。
簡
易
印
刷
・

限
定
配
布
の
冊
子
。
５
７
７
号
に
大
槻
ユ
キ
、
１
０
１
７
号
に
大

瀧
ユ
キ
、
１
０
５
７
号
に
渡
邊
勝
平
、
ハ
ロ
ル
ド
・
レ
ー
ン
、
丸

山
護
、
黒
岩
喜
久
雄
、
１
０
６
２
号
に
レ
ー
ン
、
１
１
１
０
号
に

宮
澤
弘
幸
の
消
息
が
あ
る
。（
真
相
事
務
局
蔵
） 

 

【
18
】
北
大
か
ら
真
相
を
広
め
る
会
宛
公
文
書 

❶
「
故
・
宮
澤
弘
幸
に
係
る
件
に
つ
い
て
」
＝
２
０
１
５
（
原
文

は
平
成
25
）
年
５
月
27
日
付
、
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学
総

長 

山
口
佳
三
名
。
真
相
を
広
め
る
会
代
表
宛
て
。 

「
故
・
宮
澤
弘
幸
氏
に
係
る
件
に
つ
い
て
、
工
学
部
に
お
い
て
、

宮
澤
氏
が
在
学
さ
れ
た
当
時
の
書
類
を
調
査
し
、
下
記
の
公
文
書

を
新
た
に
確
認
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
」
と

し
て
、
退
学
願
ほ
か
の
写
し
を
特
定
記
録
・
速
達
で
送
付
。（
既
出
・

宮
澤
弘
幸
の
学
内
記
録
に
同
じ
） 

❷
「
故
・
宮
澤
弘
幸
に
係
る
回
答
要
請
の
件
に
つ
い
て
」
＝
２
０

１
５
（
原
文
は
平
成
25
）
年
12
月
５
日
付
、
国
立
大
学
法
人
北

海
道
大
学
総
長 

山
口
佳
三
名
。
真
相
を
広
め
る
会
代
表
宛
て
。 

 

「
２
０
１
３
年
10
月
10
日
付
文
書
で
申
入
れ
た
宮
澤
弘
幸
に
係

る
回
等
要
請
の
件
に
つ
い
て
は
、
６
月
25
日
の
交
渉
で
伝
え
た
以

外
に
付
言
す
る
こ
と
な
し
」
と
の
内
容
。
簡
易
書
留
・
速
達
で
送

付
。 

❸
「
秋
間
美
江
子
様
へ
の
文
書
送
付
に
つ
い
て
」
＝
２
０
１
６
（
原

文
は
平
成
26
）
年
２
月
18
日
付
、
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学

総
長 

山
口
佳
三
名
。
真
相
を
広
め
る
会
代
表
宛
て
。 

「
秋
間
美
江
子
様
へ
別
紙
の
と
お
り
文
書
を
送
付
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
ご
参
考
ま
で
、
貴
会
に
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
」
と
し

て
、
創
設
す
る
賞
に
宮
澤
弘
幸
名
を
冠
す
る
こ
と
に
了
承
を
求
め

る
文
書
を
同
封
し
て
送
付
。 

❹
「
『
心
の
会
の
碑
』（
仮
称
）
建
立
に
つ
い
て
」
＝
２
０
１
６
（
原

文
は
平
成
26
）
年
10
月
30
日
付
、
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学

総
長 

山
口
佳
三
名
。
真
相
を
広
め
る
会
代
表
宛
て
。 

「
本
年
９
月
30
日
付
け
文
書
で
申
入
れ
の
あ
り
ま
し
た
『
心
の
会

の
碑
』（
仮
称
）
の
建
立
に
か
か
る
要
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
応
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
」
と
の
内
容
。

根
岸
正
和
・
真
相
を
広
め
る
会
事
務
局
次
長
宛
て
。
簡
易
書
留
で

送
付
。 

 

＊
以
上
各
文
書
と
本
会
か
ら
北
大
宛
発
信
の
公
式
文
書
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
話
交
信
記
録
等
は
、「
北
大
に
求
め
た
処
置
と
責
任
―
冊

子
『
真
相
を
知
っ
て
ほ
し
い
』
補
訂
第
２
版
」
に
全
文
を
掲
載

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。（
真
相
事
務
局
蔵
） 
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【
19
】
真
相
を
広
め
る
会
の
集
会
と
講
演
と
ア
ピ
ー
ル 

❶
２
０
１
３
・
１
・
２
９
「
結
成
集
会
」（
札
幌
）
＝
活
動
方
針
「
宮

澤
弘
幸
さ
ん
の
名
誉
回
復
と
秘
密
保
全
法
阻
止
へ
」 

❷
２
０
１
３
・
２
・
２
３
「
宮
澤
弘
幸
追
悼
・
顕
彰 

秘
密
保
全

法
を
考
え
る
集
い
」（
東
京
）
＝
講
演
「
秘
密
保
全
法
を
め
ぐ
る
情

勢
」（
泉
澤
章
・
弁
護
士
）
▽
寄
稿
「
秘
密
保
全
法
へ
の
道
を
許
さ

な
い
」
（
東
海
林
智
・
元
新
聞
労
連
中
央
執
行
委
員
長
＝
本
会
冊

子
「
ス
パ
イ
冤
罪 
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件 

真
相
を
知
っ
て
ほ
し

い
」
２
０
１
３
年
２
月
刊
所
載
） 

❸
２
０
１
３
・
１
０
・
１
０
「
秘
密
保
護
法
阻
止
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

こ
の
道
は
、
い
つ
か
来
た
道
」
＝
集
会
資
料
（
論
考
）「
秘
密
保
護

法
は
軍
機
保
護
法
が
き
た
道
」
（『
会
報
』
第
４
号
、
２
０
１
３
・

１
０
・
１
３
付
号
外
に
収
録
）
▽
ア
ピ
ー
ル
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・

ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
再
来
を
許
す
な
」
（『
会
報
』
第
５
号
収
録
）

▽
秋
間
美
江
子
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（『
会
報
』
第
５
号
収
録
） 

❹
２
０
１
３
・
１
０
・
１
３
「
こ
の
道
は
、
戦
争
へ
の
道
！ 

宮

澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
再
来
を
許
す
な
！ 
秘
密
保

護
法
阻
止 

札
幌
集
会
」
＝
決
議
「
再
び
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
の

悲
劇
を
許
さ
ず
、
戦
争
へ
の
道
を
開
く
特
定
秘
密
保
護
法
案
、
憲

法
改
悪
に
断
固
反
対
す
る
決
議
」（
『
会
報
』
第
５
号
収
録
） 

❺
２
０
１
３
・
１
２
・
８
「
も
う
ひ
と
つ
の
１
２
月
８
日
札
幌
集

会
」
＝
声
明
「
憲
法
破
壊
・
日
本
を
戦
争
す
る
国
に
変
え
る
秘
密

保
護
法
案
の
強
行
可
決
に
厳
重
に
抗
議
す
る
」
（
『
会
報
』
第
６
号

収
録
） 

❻
２
０
１
４
・
２
・
２
２
「
宮
澤
弘
幸
追
悼
・
顕
彰
の
つ
ど
い
―

悪
夢
を
再
来
さ
せ
る
秘
密
保
護
法
を
許
さ
な
い
」（
東
京
）
＝
講
演

「
秘
密
保
護
法
の
危
険
性
と
安
倍
政
権
の
暴
走
」（
岸
井
成
格
・
毎

日
新
聞
特
別
編
集
委
員
）
▽
講
演
「
憲
法
９
条
を
守
り
秘
密
保
護

法
廃
棄
へ
の
運
動
」
（
戸
塚
章
介
・
新
聞
Ｏ
Ｂ
９
条
の
会
事
務
局

長
）
▽
訴
え
「
が
ん
よ
り
国
の
政
治
の
方
が
怖
い
」
（
秋
間
美
江

子
）
▽
ア
ピ
ー
ル
「
悪
夢
再
来
の
秘
密
保
護
法
を
許
さ
な
い
」（
以

上
、『
会
報
』
第
７
号
収
録
） 

❼
２
０
１
４
・
５
・
６
「
秘
密
保
護
法
廃
棄
と
宮
澤
弘
幸
の
名
誉

回
復
を
求
め
る
市
民
集
会
」（
札
幌
）
＝
ア
ピ
ー
ル
「
北
海
道
大
学

は
宮
澤
弘
幸
の
名
誉
を
回
復
せ
よ
」（
『
会
報
』
第
９
号
収
録
） 

❽
２
０
１
４
・
１
２
・
７
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
、
秘
密
保
護
法

廃
止
市
民
集
会
」（
札
幌
）
＝
講
演
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
か
ら
考

え
る
特
定
秘
密
保
護
法
～
こ
の
国
は
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
か
？
」（
斎
藤
耕
・
弁
護
士
）（
『
会
報
』
第
１
１
号
収
録
）
▽

ア
ピ
ー
ル
「
今
こ
そ
戦
争
へ
の
道
許
さ
ぬ
決
意
を
固
め
よ
う
」（
『
会

報
』
第
１
１
号
収
録
） 

➒
２
０
１
５
・
２
・
２
２
「
戦
争
へ
の
道
許
さ
ず
、
秘
密
保
護
法

廃
止
を
！ 

―
宮
澤
弘
幸
追
悼
・
顕
彰
の
つ
ど
い
」（
東
京
）
＝
講

演
「
秘
密
保
護
法
が
与
え
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
―
あ
く
ま
で
も

廃
止
を
求
め
て
」（
清
水
雅
彦
・
日
本
体
育
大
学
教
授
）（
『
会
報
』

第
１
２
号
収
録
）
▽
ア
ピ
ー
ル
「
戦
争
へ
の
道
を
許
さ
ず
、
秘
密

保
護
法
廃
止
を
！ 

安
倍
政
権
の
暴
走
を
阻
止
す
る
た
め
に
全
力

を
あ
げ
よ
う
！
」（
『
会
報
』
第
１
２
号
収
録
） 

❿
２
０
１
５
・
５
・
２
０
決
意
表
明
「
９
条
は
人
類
の
宝
・
日
本

国
民
の
誇
り 

許
す
な
壊
憲
・
戦
争
法
案
！
」
（
『
会
報
』
第
１
３

号
収
録
）
▽
論
考
「
戦
争
法
案
と
一
体
の
国
民
弾
圧
治
安
立
法 

盗

聴
法
・
刑
事
訴
訟
法
改
悪
を
許
す
な
」（
福
島
清
）（
『
会
報
』
第
１

３
号
収
録
） 
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⓫
２
０
１
５
・
１
２
・
６
「
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
！ 

安
保
法

制
＝
戦
争
法
廃
止
！ 

宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
再

来
を
許
さ
な
い
道
民
の
集
い
」（
札
幌
）
＝
講
演
「
戦
時
下
の
言
論
・

思
想
弾
圧
」（
荻
野
富
士
夫
・
小
樽
商
科
大
学
教
授
）（
既
出
、『
会

報
』
第
１
４
号
収
録
）
▽
決
議
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪

事
件
の
再
来
を
許
さ
ず
、
安
倍
政
権
の
憲
法
破
壊
の
一
切
の
戦
争

法
の
破
棄
を
要
求
す
る
決
議
」
（『
会
報
』
第
１
４
号
収
録
） 

 

【
20
】
真
相
を
広
め
る
会
の
記
録
・
文
献 

❶
『
会
報
』
＝
第
１
号
（
２
０
１
３
・
２
・
４
）
～
第
１
４
号
（
２

０
１
５
・
１
２
・
２
０
）
、
会
報
号
外
①
（
２
０
１
６
・
３
・
３
０
）

～
会
報
号
外
⑥
（
２
０
１
６
・
８
・
１
５
）。
全
号
収
録
合
本
も
刊

行
。 

❷
『
会
報
別
冊
』
＝
『
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件 

真

相
を
究
め
広
め
る
取
組
み 

軌
跡
と
展
望
』
２
０
１
６
・
８
・
１

５
刊
。 

 

▽
総
括
と
決
定
（
会
発
足
以
来
の
活
動
総
括
と
節
々
で
行
っ
た

活
動
の
方
向
性
を
決
め
る
全
決
定
） 

 

▽
１
９
４
１
年
１
２
月
８
日
の
こ
と
（
宮
澤
弘
幸
が
検
挙
さ
れ

た
状
況
の
真
相
究
明
を
目
指
す
論
考
） 

 

▽
１
９
４
３
年
５
月
２
７
日
を
忘
れ
な
い
（
こ
の
日
付
は
宮
澤

弘
幸
の
上
告
が
棄
却
さ
れ
た
日
。
再
審
請
求
に
関
す
る
論
考
） 

 

▽
建
碑
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
（
北
大
構
内
に
「
心
の
会
」
活
動

の
顕
彰
碑
を
建
て
よ
う
と
呼
び
か
け
る
本
会
の
提
起
に
寄
せ
ら
れ

た
賛
同
者
の
意
見
集
） 

 

▽
活
動
経
過
（
本
会
発
足
以
前
の
２
０
１
２
・
１
０
・
２
３
か

ら
２
０
１
６
・
８
・
１
５
ま
で
の
全
記
録
） 

 

▽
新
聞
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
団
体
機
関
紙
誌
等
の
報
道
目
録
（
２
０
１

２
・
１
０
・
２
４
～
２
０
１
６
・
２
・
２
４
の
本
会
活
動
と
か
か

わ
る
主
な
報
道
の
目
録
） 

 

▽
花
伝
社
刊
『
引
き
裂
か
れ
た
青
春
―
戦
争
と
国
家
秘
密
』
索

引
（
本
書
刊
行
時
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
索
引
と
若
干
の
編
集
後

記
追
加
） 

❸
『
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件 

活
動
記
録
と
資
料
集
』

＝
右
の
『
会
報
』『
会
報
別
冊
』
と
第
５
パ
ン
フ
『
北
大
に
求
め
た

処
置
と
責
任
』
を
「
資
料
集
」
と
し
て
合
本
・
製
本
し
た
。 

❹
冊
子
＝
既
出 

❺
リ
ー
フ
＝
随
時
、
発
行
。 

▽
「
真
相
を
広
め
、
秘
密
保
護
法
を
廃
棄
す
る
た
め
に
」（
２
０
１

４
年
） 

▽
「
北
大
生
の
み
な
さ
ん
、
全
国
の
み
な
さ
ん
」（
２
０
１
５
年
） 

▽
「
二
度
と
許
す
ま
じ
！
」（
２
０
１
６
年
） 

▽
「
共
謀
罪 

断
固
反
対
！
」
（
２
０
１
７
年
） 

▽
「
共
謀
罪 

断
固
反
対
！
」
連
名
版
（
同
） 

❻
『
事
務
局
た
よ
り
』
＝
第
１
号
（
２
０
１
６
・
９
・
１
６
）
か

ら
随
時
発
行
・
継
続
中
。 

❼
コ
ラ
ム
「
冤
罪
忘
れ
る
な
！
」
（
『
事
務
局
た
よ
り
』
連
載
）

心
の
会
・
発
祥
の
地
／
冤
獄
・
札
幌
拘
置
所
跡
／
冤
秘
・
根
室
海

軍
飛
行
場
／
冤
源
・
内
務
省
一
斉
検
挙
／
冤
犠
・
天
使
病
院
（
修

道
会
）
／
冤
圧
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
在
日
墓
／
冤
裁
・
師
走
に
一
審
判

決
／
冤
宿
・
北
大
生
と
し
て
／
冤
弾
・
札
幌
北
光
教
会
／
冤
狙
・

開
か
れ
た
北
星
学
園
／
起
訴
・
解
約
・
除
籍
の
春
／
冤
罪
仕
上
げ

た
大
審
院
判
決
／
幼
な
子
別
離
の
送
還
／
夏
休
み
労
働
実
習
に
穽
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／
連
々
と
生
き
、
逝
っ
た
青
春
／
弄
ば
れ
た
交
換
船
の
救
出
／
Ｇ

Ｈ
Ｑ
超
法
規
令
で
釈
放
／
米
大
使
館
の
帰
国
勧
告
を
忌
避
／
日
米

開
戦
で
一
斉
検
挙
／
好
奇
・
活
発
の
日
々
、
暗
転 

❽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/mi

y
a
za
w
a
-
l
an
e
.c
o
m/

）
＝
『
会
報

別
冊
』
発
行
後
の
活
動
を
随
時
掲
載
。 

❾
事
件
関
連
の
現
地
写
真
＝
北
大
構
内
・
外
国
人
教
師
官
舎
跡
▽

マ
チ
ル
ド
太
黒
宅
跡
▽
宮
澤
弘
幸
下
宿
跡
▽
北
星
学
園
▽
北
光
教

会
▽
天
使
病
院
▽
レ
ー
ン
家
墓
地
▽
宮
澤
家
墓
地
▽
マ
ラ
イ
ー
ニ

墓
地
▽
札
幌
拘
置
所
跡
▽
網
走
刑
務
所
旧
正
門
▽
内
務
省
跡
▽
裁

判
所
跡
（
い
ず
れ
も
真
相
事
務
局
蔵
） 

 

【
21
】
資
料
・
文
献
の
保
存
・
展
示
施
設 

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館 

＝
北
海
道
札
幌
市
北
区
北
８
条
西
５
丁
目
北
大
構
内 

北
海
道
大
学
百
年
記
念
館 

＝
北
海
道
札
幌
市
北
区
北
８
条
西
５
丁
目
北
大
構
内 

北
海
道
大
学
大
学
文
書
館 

＝
北
海
道
札
幌
市
北
区
北
８
条
西
５
丁
目
北
大
構
内 

札
幌
市
公
文
書
館 

＝
北
海
道
札
幌
市
中
央
区
南
８
条
西
２
丁
目 

札
幌
市
資
料
館 

＝
北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
１
３
丁
目 

国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
本
館
） 

＝
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
の
１
０
の
１ 

国
立
国
会
図
書
館
（
関
西
館
） 

＝
京
都
府
相
楽
郡
精
華
町
精
華
台
８
の
１
の
３ 

 

http://miyazawa-lane.com/

